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平成27年　3月17日

干葉市民ギャラリー･いなげ(旧神谷伝兵衛稲毛別荘)保存活用計画について(説明資料)

千葉市市民局生活文化スポーツ部文化振興課

1.対象文化財

千葉市民ギャラリー･いなげ(旧神谷伝兵衛稲毛別荘) (市民局生活文化スポーツ部文化振興散所管)

国登録有形文化財(平成9年)

2. 5&

耐震診断の結果､耐震強度不足が判明したことから､保存活用計画の策定を行い､改修工事を実施する｡

3.これまでの経緯と今後の予定

平成26年4月1日

5月8日､

7月14日

8月21日

8月29日

11月21日､

12月25日

平成27年1月30日

3月3日

3月未

国宝重要文化財等保存整備費補助金交付決定

事業名:文化財建造物等括用地域活性化(登録有形文化財)事業

6月6日　　保存括用計画案策定業務委託に関する監修会議を実施｡

貴託先決定｡ (株式会社文化財工学研究所)

保存活用計画の策定方針についての監修会議を実施｡

第1回文化財保護審議会

12月16日　　保存活用計画案に関する監修会議実施o

文化庁へ保存活用計画案中間報告書撞出｡

文化庁へ保存活用計画案中間報告書再提出(文化庁からの指摘事項修正版)

保存活用計画案に関する第6回監修会議を実施

文化庁に保存活用計画を提出｡

4.保存活用計画について

保存活用計画については､平成1 1年3月2 4日付文化庁文化財保護部長通知｢重要文化財(建造物)保

存活用計画の策定について(通知) ｣により示された､ ｢重要文化財(建造物)保存活用計画策定指針｣に

沿って記載するとともに､ 3名の監修者(市原　嗣久先生､河東　義之先生､渡辺　勝彦先生)による監修

及び文化庁担当官からの指摘事項を踏まえ作成した｡

5.監修及び指摘を受けた主な内容について

①文化財の価値付け

保存活用計画の根幹となる部分であり､保存活用計画を策定し､保存･活用していく理由となる部分であ

ることから,非常に重要との指摘を受け､ ｢ワイン王･神谷伝兵衛｣としての価値､ ｢稲毛の海岸リゾート｣

としての価値､ ｢初期の鉄筋コンクリート造｣としての価値を挙げ､文化財の価値を示した｡

②保護の方針

将来的な文化財の保存の方針を定めるものであり､将来的に修復等を行うときに文化財的価値を損なわな

いよう､その設定方法等について監修を受け,保護の方針を定めた｡
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③補強方針について

耐震補強の方法については､文化財的価値を損なわないよう十分な検討を行った後に､最適な構造補強を

行うべきとの指輪を受け､その旨を補強方針に反映させたo

④公開活用計画

建物の公開活用にあたっ~では､空間そのもめを体感やきることが重要であり.本来の用途に沿った活用を

すべきとの指緒から.説明資料等の展示物は避け､ 1階洋室や2階和室は干葉市民ギャラリー･いなげの指

定管理者と連携して､講習会.ワークショップ､イベント等を行うスぺ-スとして活用することとした｡
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26千教生第1295号

平成27年3月17日

千葉市教育委員

教育長　志村

干葉市文化財保護審議会

会長　岡本　東三　様

千葉市地域文化財の登録について(諮問)

千葉市文化財保護条例(昭和3 3年千葉市条例第1 8号)第1 9粂第2項の

裁定に基づき､下記について諮問します｡

記

1　千葉市地域文化財の登録

2　諮問案件 千葉市ゆかりの家･いなげ(旧武見家住宅)

〔有形文化財　建造物〕
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千葉市地域文化財候補

千葉市ゆかりの家･いなげ(旧武見家住宅)

<主屋>

(1)種　　別

(2)員　　数

(3)所在地

(4)所有者

(5)所有者住所

(6)適用基準

(7)時　　代

(8)説　　明

有形文化財(建造物)

2棟(主屋･離れ)

千葉市稲毛区稲毛1丁目1 6番1 2

千葉市

千葉市中央区千葉港1番1号

市内の地域にとって歴史的に価値のあるもので､地域を知る上で必要なもの

建築年　大正2年(推定)

明治中期以降､避暑地として多くの文人墨客が訪れた稲毛は､海岸線の松林を

中心に､別荘･別邸が建てられた｡この建物もその一つで､大正から昭和初期の

特色をもつ木造平屋建瓦葺和風住宅である｡

平成9年に武見氏より市が取得し整備工事を行った後､同年4月から｢千葉市

ゆかりの家･いなげ｣として公開している｡

屋敷は､平屋の主屋と庭の離れからなる｡主屋は､棟を矩の手に回し､入母屋

の破風を南と東にそれぞれ見せる｡室内の意匠は､障子を漆塗りの枠で腰付きと

し､長押を回して欄間を菱格子で飾り､天井を高く格天井で張るD居間には洋間

が付いているが､屋根の形状､取り合い柱の納まりから､のちに増築されたもの

であると考えられる｡離れは､外壁が主屋の洋間のものと同じ板壁としているこ

とから､洋間を増築した時期に造られたと推定されるo室内は､ 6畳に床を付け､

床脇の棚にはいわゆる木瓜窓を開けるなど､滑落た意匠となっている｡

全体として改造が少なく､大正時代初期の意匠をよく伝えており､また､愛新

党羅樽隙が成婚間もない昭和1 2年に半年ほど居住していたという歴史的事実も

あることから､稲毛の歴史を知る上で､非常に重要なものであるB

参考文献: 『千葉県の近代和風建築-千葉県近代和風建築総合調査報告書-』

(千葉県教育委員会　2004年)
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千葉市ゆかりの家･いなげ建物内部の様子

<欄間と天井>
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26千教生第1295号の2

平成27年3月17日

千葉市文化財保護審議会

会長　岡本　東三　枝

千葉市教育委員会I-'  '…

教育長志村　断二曇
･.二王;._-:_=]

千葉市地域文化財の登録について(語間)

千葉市文化財保護条例(昭和3 3年千葉市条例第1 8号)第1 9条第2項の

規定に基づき､下記について諮問します｡

記

1千葉市地嘘文化財の登録

2　諮問案件　　　　　　黒砂分教場の記念碑〔有形文化財歴史資料〕
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千葉市地域文化財候補

くろすなぶんきょうじょうきねんひ

黒砂分教場の記念碑

(1)種　　別

(2)員　　数

(3)所在地

(4)所有者

(5)所有者住所

(6)適用基準

(7)時　　代

(8)説　　明

有形文化財(歴史資料)

2基

千葉市稲毛区黒砂3丁目

黒砂第-自治会

千葉市稲毛区2-9-1 3

市内の地域にとって歴史的に価値のあるもので､地域を知る上で必要なもの

大正3年(校地購買記念碑) ､昭和1 3年(学校敷地寄附記念碑)

千葉市稲毛区黒砂3丁目､新港横戸町線黒砂陸橋脇の敷地に建っている二基の

石碑である｡ ｢学制J発布後の明治8年､黒砂村に村民の亭により黒砂小学校が

創設された｡その後この小学校は､近隣の登戸小学校や弥生小学校の分教場とし

て､昭和2 9年3月まで存続し､約8 0年にわたり地域の発展と教育の向上に寄

与してきたo

大正3年に建立された｢校地購買記念碑｣には､借地であった小.学校の敷地を

購入するために明治4 t年に黒砂村の共有林を売却してその資金に充てたこと

が刻まれており､昭和1 3年に建立された｢学校数地寄附記念碑｣には､小学校

に隣接する土地が学校の敷地として寄贈されたことが刻まれている｡

黒砂分教場の跡地は､平成1 4年､新港横戸町線工事のため旧黒砂本村ととも

に黒砂陸橋の橋の下に姿を消した｡そのため､黒砂分教場の存在を示すものはこ

の記念碑のみとなり､当地域の歴史を知る上で重要なものであるとともに地域に

とって大変貴重なものとなっている｡
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(9)形状等　･校地購買記念碑

〔高さ〕 118-130cm　〔幅〕 60cm　〔厚さ】 10-12cm 〔材質〕粘板岩

･学校敷地寄附記念碑
′ 〔高さ〕 121-137cm 〔幅〕 57cm 〔厚さ〕 10-12cm 〔材質】粘板岩

(10)碑　　文　･校地購買記念碑　~

(表面)

夫○公共事業之創起也必克美不任侠喜客之士負衆望

者由之鍍義兵今也於本校用地之購収親視厭爾兵

抑本校之運動場地也馨係賃借薦之校費多且育英薫

陶関原宜者不達枚挙然寒郷困窮購入資区民憂鳶也既

久臭於是乎渡追久太郎遠藤久五郎両氏賛意日不知得

部分林公真之許可以購之優鳶蓋両氏者於本林之在接

- ｣王者也魚而真許諾区民義郎汲愈以朋漁四j=隼三月二_A　__

日出願本候干其筋爾来協心戟力終始て貫遂按許可之_　_

明眉賓翌年五月七日也其公費之結果以所得四公六民

以準金三百国典各自慮分醸金而施完了本地之買収英

二_ー_⊥始王姦素志寛敵将至見泰校之発展奥本匿之進運典故L

其柴之期兵故在一碑J;i1-着転変夷N~一一~

惟大正三甲寅二月初旬鏑木香杵病間挟之文並書

※1行目○は､米の下に耳を書く

(裏面)

大正三年三月　　　　　　発起者田中新太郎

高橋金七

賛成者　遠藤辰五郎　　高橋鉄之　　滝口久八

高橋長吉　　遠藤源蔵　　山本辰之助

高橋安太郎　　春山清二郎　高橋直蔵

山本′J､八　　　達藤久八

他有志一同

･学校敷地寄附記念碑

(表面)

東京市日本栴

寄贈者　高柳直兵衛殿

畢校敷地八拾六坪

黒砂教育骨

(裏面)

昭和十三年四月廿七日　建立

参考文献: 『黒砂分教場の歴史』 (黒砂の資料を保存する会　2009年)

『千葉市教育史　通史編上巻』 (千葉市教育季長会　2000年)

『千葉市史　近世近代編』 (千葉市1974年)
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黒砂分教場の記念碑に関する参考資料

1校地購買記念碑の碑文の現代語訳(『黒砂分教場の歴史』より抜粋)

公共事業を始めるためには､進んでみんなの先頭に立ってくれる人が必要だといわれるが､本校の敷地
を購入する事業もまさにそのとおりであった｡

もともと本校の運動場は借地であったため,賃料の支出がかさみ､このことが､子供たちの教育によくな
い影響を与えていた｡

しかし､なにぶんにも区民の生活にゆとりがなかったため､気になりながらどうすることもできなかったo
いりあいち

ところが､渡辺久太郎･遠藤久五郎の両氏が､入会地(村落共同体で総有した土地)である部分林の入札､

競売を当局に願い出て､この資金によって校地を購入してはどうかという意見をだされた.おもうに,両

氏はこの部分林の担当者であったから,事業を進めるには最適任者であったというべきであろうD

早速区民にはかり､賛同を得て.明治40年3月2日､本件を当局に願い出た｡以来､区民が力を合わせ

てその実現をはかってきたが,翌年5月7日待ちに待った許可の知らせがあり､公売の運びとなった｡

その結果.代価の4割を国が､ 6割を区が取得し､あらかじめ準備してあった三百円と各自応分の寄付金

を合わせて買収を完了した｡
こうしてようやく区民の念願がかなえられ､本校と本区の発展が約束されたのであるからその実現に向っ

てみんなで努力しようではないか｡
このようなわけで記念碑を建て､後の世に残すものである｡

大正3年2月初旬　鏑木甲杵が病床をおして碑文を作り､筆をとったD

2　黒砂分教場の沿革

明治5年

明治6年

明治8年

明治20年

明治22年

明治24年

学細発布

登戸小学校創立

黒砂小学校創立(黒砂村立)

登戸小学校と統合

村独白の黒砂小学校は1 2年で幕｡その後は､分教場として地域の学校として役割を果た

す｡

町村制施行

千葉町,寒川村､登戸村､千葉寺村､黒砂村が合併｡千葉郡千葉町となる｡

黒砂分教場の敷地を千葉町に寄附

分教場の敷地は当初村の共有地であったが､明治2 2年の町村制施行に伴い､町に寄贈｡

町立となる｡

明治4 0年　黒砂分教場を千葉師範付属小学校として分離

町立から県立となる｡

大正3年　　校地購買記念碑建立

大正10年　市制施行

干葉町が千葉市となる｡ 1市1校制を実施｡町立の小学校4校を1校に統合｡場所はそのま

まで第1 -4部となる｡登戸小学校は､千葉尋常高等小学校第4部となった｡黒砂分教場

は第4部分教場となる｡

昭和3年　　再び､登戸尋常小学校の分教場となる｡

昭和1 3年　学校敷地寄附の記念碑建立
小学校に隣接する土地が学校の敷地として寄贈されたことが刻まれているD

昭和2 8年　弥生小学校創立　同校の分教場となる｡

昭和2 9年　黒砂分教場廃校

平成1 4年　新港槙戸町線工事のため分教場跡は旧黒砂村とともに黒砂陸橋の橋脚の下に姿を消す｡
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3　他の小学校の石碑について

小学校名 傀ｨﾝﾙ&��建立年月日 ��餒�,ﾉ>�vY9��

蘇我小学校 �(h匣ｾhﾚ�擦�)ｩm｢�S49.2.23 �)��H抦ｧxﾕｩJﾘ�Ei&篷k韭��D靺�皐抦ｧxﾕｩEi�ZH裵�
(福正寺) 劍a四十九年二月三十三日,蘇小創立百年記念於建之｣ 

長作小学校. �Hﾊ��ﾈｾi+xﾞﾉ*ﾂ�S55 �+xﾞﾈ抦ｧxﾕｨ,ﾉJﾘ�,ﾉ&鶉�+xﾞﾈ抦ｧxﾕｨ,ﾉ���x,h+X,JIk��127付近(薬師神 剋｡6年に開校された薬師山学校の場所壷示す記念碑○ 

社) 剪ｷ作小学校百周年実行委員会によって建てられた 

畑小学校 �Hﾊ��ﾈｾiJ�*ﾂ�H16.3 �)J淫ﾈｧxﾕｩJﾘ�Ei&鶇岔�ﾙEhﾙ��ywHﾅ9J��ｨ鬨扞}h,ﾈｬ��持寄の寺子屋法令に依り明治六年三月二十日花輪小学 
2010清噂等付近 剄Zとして開校された○畑小創立百三十周年を記念して 

賛同者1,110名､平成十六年三月吉日建立｣ 

白井小学校 偃�wHｾi�ﾙYI69*ﾂ�不明 俘(ﾚｩZｨﾕｨ�ｧh譴�

高億分校 ��c#"�冖韭�iD���ﾈ�,ﾈ､ｨﾕｨ*�+�ｩ��S9D�8ﾈ�,ﾉ¥(ﾕｨ-ﾈ,X,ﾂ�
沿革 

土気小学校 處霎h掠'�*ﾂ�S47.ll.12 宙ｶ��7亢8抦ｧxﾕｩ�h自Zｨﾕｩ�R�

第一分校 剪����7亢8抦ｧxﾕｩ�騷yU9D雍ﾉD��
昭和四七年十-月十二日建之 

土気小学校 處霎h岔�Y��69*ﾂ�S47.ll.12 宙ｶ��7亢8抦ｧxﾕｩ�i?�Zｨﾕｩ�R�

第二分校 ��sｈ岔�Y��68ﾏb�宙ｶ��7亢8抦ｧxﾕｩ�騷yU9D雍ﾉD��~~~~晴耕四七牢十二月十二日産之~~- 

4　石碑の設置方法について

別紙石碑設置図(莱)参照
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